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          蔵書点検アルバイト体験記 ♪ 編集後記 

ロンの読書机 

村上 信一郎 

 
フィレンツェで一年間暮らした。ちょ

ど三十年ぶりのイタリア暮らし。とい

てもそのときはローマ。似ているのは、

ちらも街中で暮らしたことだけである。

ーマでは下宿からパンテオンにもトレ

の泉にも五分とかからなかった。今回、

ィレンツェでは、ポンテ・ヴェッキオ

ウッフィッツィ美術館のあいだ、アル

河右岸に面するルンガルノ・アルキブ

エーリに居を定めた。ヴァザーリの回

に面した通である。そこにはかつて火

銃を売る店舗が建ち並んでいたことか

、そんな地名が生まれたときく。 

私が暮らしたのは、一四九五年に建て

られたルネサンス時代の建築で、パラッ

ツォ・デ・ジローラミという。もっとも

第二次世界大戦末期、ナチ・ドイツ占領

軍が撤退する時に、地雷を仕掛けてアル

ノ河畔を破壊してしまったために、この

建物もその後再建されたもので、オリジ

ナルなものではない。ちなみにジローラ

ミというのはフィレンツェ司教を出した

こともある名門貴族の名前である。だが

私の家主のジョヴァンナ・ビアンキ夫人

は、ジローラミ家とはもはや何のゆかり

もない。ここでフィレンツェ有数の毛皮
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商を営んでいた富裕な商人ブルジョワジ

ーの孫娘である。この建物の右端にある

ホテルは、イギリスの作家Ｅ．Ｍ．フォ

スターの小説『眺めのいい部屋』が映画

化されたときの舞台となったことで知ら

れている。しかし私の部屋はアルノ河の

反対側の裏小路に面していて、向かいの

家の赤い屋根瓦と、そこに生えた雑草を

ついばむ鳩の姿しか見えなかったのでは

あるが。 
ビアンキ夫人のお宅は、私の部屋とは

違って、アルノ河も眼下に見えるし、私

の大好きなサン・ミニアート・アル・モ

ンテの教会も遠くに見ることができる。

また北側の窓辺に立つとパラッツォ・ヴ

ェッキオがまん前にある。彼女の寝室は、

かつてはジローラミ家の礼拝室のあった

ところで、天井には半円形のドームが残

っている。またいたるところに著名な風

景画家であった彼女の母親の絵が飾られ

ている。天井が高くて日当りもよく、趣

味のよい落ち着いた家具調度がしつらえ

られた、とても居心地のよいサロン。も

う八十歳になるというのに、花柄のブラ

ウスとパンツ・ルックがよく似合うスリ

ムで魅力的なビアンキ夫人にぴったりの

部屋である。余計なことだが、彼女には

弁護士のジャンピエーロさんというボー

イフレンドもいる。アドリア海の別荘に

はいつも彼と一緒にいく。 
 
 
 
 

ビアンキ夫人のサロンで印象に残って

いるのは、そこに三種類の机がしつらえ

られていたことである。一つはソファー

のまえの大きなテーブル。もう一つは電

話が置かれた事務机。といっても無粋な

金属製のものではない。木目込み細工が

ほどこされたシックなデザインのビュー

ローである。家賃をもっていったときな

どは、そこで領収書を書いてもらったり

する。そして三つ目が窓辺の読書机であ

る。サイズは教室の机ぐらいか。ただ、

それよりも少し高さがある。要は書き物

をするための机ではないのだ。ビアンキ

夫人はよく詩のコピーをくれた。最初は

プリモ・レーヴィの「ヒロシマの女の子

のことなど何も残ってはいない」だった。

その返事を渡すと、次はサルヴァトー

レ・クワジモドの「我らの時代の人間」。

まるで往復書簡のようなやりとりが続く

ようになった。そんなことからイタリア

語で詩を朗読してあげよう、といってく

れた。読書机に詩集をおき、そのまえに

先生と生徒よろしく二人並んでちょこん

と座るのである。彼女の後に続いて私も

詩を朗読していく。政治学を学ぶことに

少し疲れをおぼえていた私には、至福の

ひとときであった。 
 
 
（むらかみ しんいちろう 本学教授） 
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イェール大学とその図書館 
  

 

2004 年春、イェール大学医学部に研究

留学する夫とともに、新米主婦としてこ

の大学街にやって来ました。初めてのア

メリカ生活は不安も多かったのですが、

少しずつ慣れてきて、今では家事の合間

に大学付属の美術館や博物館を見学した

り、学内で催されるコンサート、映画会、

講演会、演劇など、一般にも公開されて

いる行事を楽しむようになりました。日

本が恋しくなるときには、日本の新聞や

書籍を求めて大学図書館へ行き、書庫に

何棚も並ぶ日本語の本に囲まれて、ゆっ

くりと本を選びます。 

イェール大学は、アメリカ北東部のコ

ネチカット州にある港湾都市ニューヘイ

ブンに位置し、4 年制大学に加えて、人

文理工系大学院、専門大学院（医学、神

学、法学、芸術、音楽、林学・環境学、

看護、演劇、建築、経営）から構成され

る総合大学です。創立は 1701 年、アメリ

カの伝統的な私立大学として知られてい

ます。現在の学生数は約 11,000 名です。

4 年制大学は、英国のオックスフォード

大学やケンブリッジ大学を規範としたカ

レッジ制度を取り入れ、学生は約 450 名

ずつ 12 の共同体（カレッジ）に分かれま

す。各カレッジには、食堂、図書室、娯

楽室、セミナー室などが備えられていて、

カレッジの最高責任者であるマスター、

学業の助言をするディーン、そして多く

の教授が、学生たちと寝食をともにして

います。大学の建築物は、創立当時から

の建物を基調として、ニューイングラン

ド・コロニアル様式、ゴシック様式から

現代様式まで、さまざまな建築様式が不

思議と調和し、訪れる人々の目を楽しま

せてくれます。 

イェール大学には、世界中から集めた

1,200 万冊を超える蔵書および公文書、

録音資料、地図、工芸品などの所蔵品が

あります。それらの目録は集中管理され、

蔵書は 40 を超える施設に保管されてい

ます。学内には図書館と呼ばれる施設は

約 20あり、その中にはクリントン元大統

領がヒラリー夫人と親しくなったといわ

れる法律図書館があります。音楽図書館

ではクラシック音楽、ジャズ、アメリカ

ンミュージカルなどの楽譜や録音資料な

どが収められています。また、医学部図

書館には 100 年以上も前の医療道具など

のユニークな展示が見られます。さらに、

イサム・ノグチが設計した庭園を有する

バイネッキ稀覯手稿図書館など、さまざ

まな分野の図書館が点在しています。 

特に、キャンパスのほぼ中心に位置す

るスターリング記念図書館は、大学の半

数以上の蔵書を保管している、大学を代

表する図書館です。卒業生である法律家

スターリングの寄付をもとに 1930 年に

オープンしたこの図書館は、荘厳なゴシ
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ック様式で、ヨーロッパの大聖堂を模し

た建物です。入口の重い木の扉を開ける 

と、高い天井や屋内を飾るステンドグラ

スや彫刻に圧倒されます。また、回廊に

は所蔵品の一部が企画展示されていて、

石板に刻まれた楔形文字や地図コレクシ

ョンの一部など、歴史に思いをはせるこ

とができるものが数多くあります。回廊

の柱には、本を読みながら居眠りをして

いる人などのユーモラスな石の彫刻があ

り、和やかな気分にさせてくれます。館

内は7階建ての閲覧室と15層の書庫で構

成されており、レファレンス、コンピュ

ータ索引、ワイヤレスインターネット、

ＡＴＭなども完備されています。貸出冊

数と貸出期間は、利用する学内図書館の

種類や利用者の身分によって異なります

が、スターリング記念図書館では、大学

研究員の配偶者である私の場合、一度に

10冊以上を約1ヶ月間借りることができ

ます。貸出期限が近づくと、そのお知ら

せのＥメールが届きます。私は書庫に入

って気ままに小説や随筆を探すことが多

いのですが、質問をすればスタッフが丁

寧に答えてくれます。私にとってうれし

い驚きだったのは、学生や教員などだけ

でなく、研究者の配偶者という立場の私

でも図書を借りることができるというこ

とでした。特に、書庫にも入れるという

ことも知り、大学の一員として自分が受

け入れられていることに感激しました。

書庫に入る時は、貸出カードも兼ねてい

る、大学から発行された運転免許証サイ

ズの写真付ＩＤの提示が必要です。一方、

中庭や回廊、世界中の新聞が集まる新聞

閲覧室などは一般に公開されています。

新聞閲覧室では大きなテーブルと椅子に

加えて、フットレスト付のソファも備え

られているので、ゆったりと足を伸ばし

て日経新聞や朝日新聞を読むことができ

ます。 

イェール大学図書館にある日本の書籍

や資料のコレクションの基礎を築いたの

は、イェール大学名誉教授としてその生

涯をニューヘイブンで終えた歴史家、朝

河貫一博士（1873-1948）です。朝河氏は、

アメリカで東洋研究の中心的な役割を果

たす図書館をつくりたいという意志のも

とに、当大学で歴史学の研究を続けなが

ら、イェール大学図書館東アジアコレク

ション部長として尽力しました。朝河氏

が図書館の仕事に初めて関わりを持った

のは 1900 年、スターリング記念図書館が

建設されるよりも前のことで、当時イェ

ール大学の院生だった朝河氏が、たった

ひとりでほこりにまみれた和漢書籍の整

理をしたことがきっかけです。その後、

日露戦争における日本弁護のために、

1904 年から 1906 年にかけて朝河氏が活

発に講演や著述による活動をしたことは

よく知られています。そして 1906 年から

1 年半、朝河氏はイェール大学と米国議

会図書館の要請を受けて日本に戻り、日

本文化史の諸方面にわたる史料や文学を

収集します。その際、数百巻の現代日本

情勢に関する資料（教育、法律、外交史、
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経済、地理、地質学関係）と 1,700 余の

地図が、主に日本政府の省庁から寄贈さ

れたそうです。その後の約 40年間、朝河

氏はイェール大学図書館東アジアコレク

ション部長としてその任務を全うしまし

た。秘書もタイプライターもなく朝河氏

がひとりではじめた仕事は、現在は数人

の司書を中心に多くのスタッフによって

行われています。朝河氏の収集した書籍

は、もちろん現在も大学図書館でも閲覧

可能で、朝河氏の遺した日記、原稿、書

簡なども、朝河文書（Kan’ichi Asakawa 

Papers）として大学図書館に保管されて

います。 

現在、スターリング記念図書館と地下

通路を通じて隣接しているクロスキャン

パス図書館は大改修中です。2007 年秋に

新入生を迎える頃には、重厚なスターリ

ング記念図書館とは対照的な、明るく開

放的なラーニングセンターに生まれかわ

るそうです。 

 

 

伝統を尊重しつつ、時代にあった学習

環境を模索して進化を続けているキャン

パス。熱心に勉強する学生たちや、最適

な学習場所を提供する努力を惜しまない

スタッフ、それらを包むキャンパス全体

が「学問のサンクチュアリ」であるとい

う雰囲気に満ちていているように感じま

す。 

 

参考文献等： 

『朝河貫一書簡集』朝河貫一書簡編集

委員 早稲田大学出版部 1990 年 

『朝河貫一の世界』朝河貫一研究会 

早稲田大学出版部  1 9 9 3 年 

『朝河貫一  人・学問・思想』    

 井出孫六他 北樹出版 1995 年 

 

イェール大学図書館 

www.library.yale.edu 

イェール大学 

www.yale.edu 

 

（本学卒業生） 

 



単純作業に耐えられますか？ 蔵書点検アルバイト体験記 
 

 

 

面接での質問 
「退屈で一本調子の単純作業に耐えら

れますか？かなり辛いですよ？」と念を

押され、どんなにひどい仕事なんだと想

像がつかないながらも「大学の図書館の

仕事だから危険はないだろうし、阿漕な

商売を手伝うこともないから」という単

純な読みで快諾したものの、図書館で顔

色ひとつ変えず黙々と職務をこなす司書

さんたちを見るにつけ、一抹以上の不安

がよぎった。この人たちに囲まれて、私

は 1 週間やって行けるのだろうか？「図

書館内ではお静かに願います」と休館日

の作業中にも言われるのだろうか？精神

的に過酷な労働が容易に想像され、妄想

は膨らむ一方だった。 

ところがどっこい、蓋を開けてみれば

何のことはない。何を隠そう面白いのは

外大の司書さんたちである。おっしゃる

とおり作業は一本調子の単純作業だが、

彼らが合間に繰り出す、豊富な読書量に

裏打ちされた話はかなり面白く、懸念さ

れた単純作業を逆にありがたく思ったほ

どだ。 
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図書の並べ替え 
作業は 1.図書の並べ替えと 2.バーコ

ードスキャンの二つに分けられる。いず

れも図書館閲覧室にある全ての本に対し

て行う作業で、文庫から図鑑、辞書の類

にいたるまで全ての図書に対して行った。 
最初の作業では、人間の目と手で地道

に本の背表紙の下方にある請求記号ラベ

ルという青字三段桝のシールに記載され

ている番号に従って本を並べる。一番単

純な作業のはずなのだが、意外とこれが

難しい。本をまっすぐに立たせるのが至

難の業で、「絶対、特殊技能を要するはず

だ」と言い切りたくなるほどである。  

考えてみてください、年季の入ったあの

外大の辞書のような柔らかい本を起立さ

せようと思ったらどうでしょう。気の長

いはずの私が何度書架をひっくり返して

やろうかと思ったことか。月例の蔵書点

検後の美しい本の並びには、ある程度の

几帳面さと大胆さ、そして忍耐力が求め

られるに違いない。 
 
 
 
 
 
 図書の並べ替え 

何百冊という単位で順番に並べるので

番号の読み間違いを起こしやすい。思わ

ぬところに畑違いの本が出現したりする。 
司書さんは、さすがによくしたもので、

「この本がここにあってはならない」と

カテゴリー認識をされていてバンバンと

並べ替えていく。その様子を見て、図書



館で閲覧した数冊の本を苦労して書棚に

戻した経験のある私は、次回から遠慮な

く棚の横にある「閲覧室資料返却台」に

返却してプロの目と感覚に任せようと誓

った。実際、日本人的発想をすれば、「自

分で出した物は責任をもって元に戻さな

ければならない」と思うが、私たちが番

号を見て元に戻す労力と正確性を考える

と、プロにお任せするのが合理的である。

「お任せください」と司書さんの力強い

お言葉に素直に従おうではありませんか。 
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バーコードスキャン 
機械を導入している割には、という感

の拭えない物であった。４台の読み取り

機（パソコンとハンドスキャナー）を駆

使し、半日で書架一列半のペースで読み

進んで行く。びっくりするぐらいのスピ

ードの原因は、まさにこの機械にある。

二人一組でバーコードを 10 冊ずつ読み

取る作業を行うのだが、実際スキャナー

で読み取る時間よりもデータ転送の処理

時間の方が長く、後者が作業の４割を占

めていたのではないだろうか。４台それ

ぞれが、「ピッ」と快調に読み取り音を響

き渡らせ、仕事が進んでいる快感を味わ

うも、「しーん」と休館日の図書館に静寂

が襲ってくる。 

このときほど人間の偉大さを感じたこ

とはなかった。他の台の待機時間中に読

み取り作業を進めれば、データ転送によ

る渋滞も緩和されるだろうと考え、スキ

ャンのタイミングをずらしたり、他チー

ムの休憩時間に作業を進め、忙しく作業

を進めている音を聞きながら休憩を取る

などの工夫が各チームで見られた。こう

いうマイナーな工夫こそが優秀な機械に

勝る人間の素晴らしいところである。そ

して、この一見くだらないような工夫を

生かせるおおらかな環境。なんと理想的

な職場でしょう。何でもっと早くこのバ

イトをしなかったのだろうかと悔やまれ

てならない。 
 
 
 
 
 

バーコードスキャン  
しかし、良いことずくめではないのが

世の慣わしで、辞書や図鑑に当たると重

くて本を支えることができず、かなりの

重労働である。一方、文庫本のように小

さくて軽い物は延々と続き、目が回りそ

うになる。決められた時間内に割り当て

られた分量をこなさなければならないの

で、マイペースを謳歌することは不可能

で、ある程度の日本人的勤勉性が要求さ

れた。中には私がバーコードリーダーに

読ませる 2 倍のスピードで「ピピッ」と

読み取り音を響かせるつわものが登場し

舌を巻いた。そのスピードに競ってみた

ものの一向追いつかない。一体どんな技

を使っているのだろうか？手が余分にな

いと不可能である。確かそんな同僚はい

なかったはずだが… 
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また、意外な発見もあった。本はひょ

んなところから現われる。例えば、全集

の陰に隠れていたり、下敷きになって横

たわっていたり意外にかくれんぼうがう

まい。圧巻は、別の本を着込んで、表面

上 1 冊の本を演じ、実は 2 冊だったとい

う。つまり表から見ると変哲もない本が

別の本をくわえ込んでしまっているので

ある、そして中の本は忘れ去られている

わけである。そんな行方不明のかわいそ

うな本を救出する目的もあって蔵書検索

は地道に行われているようだ。 

図書館で、本を枕にしている方に警告。

意外と本は汚れていますよ。埃で手が真

っ黒になりました。しかし、その類の本

は不思議と眠気を誘うんですよね。 

 
嬉しい誤算 
1 件 1 件しらみつぶしに図書情報をス

キャンすると、自分の担当した書籍のタ

イトルはすべて確認したことになる。こ

の作業のおかげで、忘却の彼方に行って

しまっていた、読みたかった本のタイト

ルがよみがえってきたり、検索で見つか

らなかった有名本の存在を発見したりし

て感激した。つまり、レポートや論文を

書いたりする流れで参考文献を当たると、

高頻度で引用されている本に出会うが、

OPACで検索してもなかなかヒットせずに

あきらめたり、忘れたりすることがある。

もちろん検索の仕方が悪いのが要因であ

るが、作業中に目にとまった本を休憩時

間に手にとってみたところ、捜索願もし

くは購入希望を出そうかとまで考えてい

た本だったりした訳だ。 
また、意外に蔵書のバラエティーが豊

富で驚いた。たまたま使用頻度の高い書

架を一部担当したこともあって普段から

眺めていた割に見つけられなかった本に

出会ったり、一度も近寄ったこともなか

った書架で探していた本を発見したり、

一目で有効な図書だとわかるものがあっ

たりして、有意義だったことは言うまで

もない。そのこともあって、待機時間も

個人的な図書確認作業ができたため、ど

んなに待ち時間が長くても、時間が足り

ないほどで、退屈だと感じたことはなか

った。さらに、司書さんから関連情報を

もらえたことは大きかった。司書さんと

仲良くなって有効利用すべし。 
 
振り返って思うこと 
今回の作業を通して、個人的に得る物

が多く、有益な 1週間を過ごすことがで
きたと満足している。今からでも司書の

資格を取って、図書館で働くのもありか

なぁと考える始末。しかし、蔵書に気を

とられ仕事に集中できず、書庫から帰っ

て来られないような手合いの職員になる

こと間違いないかもしれない。 
「単純作業に耐えられますか？」これ

が妥当な質問だったのかどうか疑わしい。

一緒に作業をした他の学生はどう感じて

いるのか興味津々である。 
 

（第２部英米学科４年） 



小特集 図書館の「何？」 
 

「館内整理」と「蔵書点検」って何？ 
 

図書館の入口まで近づいて、閉館してい

るのに気付いたことはありませんか。そ

んなとき口をついて出るのはきっと「あ

あ、図書館休みか」ということばでは？

しかし、閉館しているからといって「休

んでいる」わけでもないのです。  閉

館の主な理由、「館内整理」と「蔵書点検」

について説明します。 
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館内整理 

毎月第３木曜日に、図書を並べ直す作

業を行っています（試験期間中を除く）。

図書は請求記号（背表紙の青枠ラベルで

表示）の順に並んでいますが、利用があ

る度に書架から取り出され順序は乱れが

ちです。所定の位置にないために、探す

のに時間がかかることもしばしば。利用

頻度の高い分野の書架はなおさらです。

正しく並ぶよう日常的に気を配っていま

すが、なかなかすべてには目が届きませ

ん。そこで、定期的に、動きをとめた状

態で「リセット」するのです。 

 

蔵書点検 

年に一度、夏季休業中に一定期間閉館

して、閲覧室に配架されている図書の所

在確認をします。今年は 8/11(金)～

17(木)に行いました。約 7 万冊の図書の

バーコードを 1 冊ずつ読み取る作業に、

約 3日半を費やします。全体の作業手順 

は次の通りです。 

 

1)書架の整理をする 

図書を請求記号のとおりの位置に並べ 

直す（上記「館内整理」と同じ）。 

2)書架にある本の所在確認をする 

図書に貼ってあるバーコードを読み取る。 

3)行方不明となっているものを抽出する 

下記の条件にあてはまらないものが 

「行方不明」ということになります。 

・書架にある図書 

（＝作業期間中バーコードを読まれた） 

・貸出中の図書 

実際は作業ミスなどがないかを確認した

上で「行方不明」が確定します。 

 

今年の蔵書点検の結果から、1月から 8

月までの間に 13 冊の図書が行方不明に

なっていることが判りました。これらに

ついては再購入を検討します。また、  

作業中にみつかった、修繕が必要な図書

なども適宜処理されます。 

 

ここまで読めばお分かりいただけると

思いますが、「館内整理」も「蔵書点検」

も、図書館を快適に使っていただくため

には欠かせないプロセスです。ご理解と

ご協力をお願いします。 

 

（橋本） 
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小特集 図書館の「何？」 
 

「OPAC 質問票」って何？ 「見つからない！」にこたえます 
 

なぜヒットしないのか？ 

探している資料が OPAC でヒットせず

に困ったことはありませんか。ヒットし

ない原因は大きく二つに分けられます。

一つは「もともと外大図書館にない場合」、

もう一つは「検索語が適当でない場合」

です。 

しかし、原因がどちらかは、なかなか

わかりにくいものです。「あれ？OPAC で

ヒットしない。外大図書館にはないのか」

と、他の図書館からの資料の取り寄せを

申し込んだら(または、購入希望を出した

ら)、翌日に図書館から「その資料は図書

館にあります」と回答が。そんなことは

ありませんか。 

検索語さえ正しければ、その場で入手

できたはずが、検索語が適切でないばか

りに、手にする機会を遅らせてしまう。

そんな残念なケースが図書館ではときど

き見られます。 

 

司書がお調べします 

このような事態を避けるためにも、

OPAC でヒットしない資料があれば、お気

軽にカウンターにご相談ください。ヒッ

トしない原因が図書館の蔵書にあるのか、

もしくは、検索方法にあるのか、当館  

司書がお調べします。 

ご相談の際には、館内の OPAC 端末に備

え付けられている「OPAC 質問票」という

用紙をご利用いただくと便利です。OPAC

質問票には、「探している資料の情報」と

「実際に入力した検索語」を記入してく

ださい。あらかじめ必要事項を記入して

いただくことで、カウンターですみやか

に回答することができます。 

調査の結果、検索語に問題がある場合

は、その問題点を明らかにし、適切な検

索方法を説明します。今後の検索スキル

の向上にお役立てください。 

また、資料が外大図書館にない場合は、

他の図書館の蔵書の検索方法や入手方法

をご案内します。外大にない資料は、他

の図書館から図書そのものを取り寄せて

借りること(現物貸借)や、文献のコピー

を取り寄せること(文献複写)ができます。

また、資料を所蔵している図書館への紹

介状も発行します。さらに、購入可能な

資料は図書館で受け入れます。合わせて

ご相談ください。 

 

「ある」を「ない」にしないために 

毎月の館内整理や蔵書点検で資料が整

備されても、検索でうまくいかないと、

図書館に「ある」資料も「ない」資料に

なってしまいます。検索で困ったときに

はあきらめずにカウンターにお尋ねくだ

さい。図書館はみなさんの「見つからな

い！」に答(応)えます。 

（飯島） 
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 図書館日誌                             2006 年 4月～9月 

  

月 1日     図書館長就任 近藤義晴教授 / 組織改編 

 5 日   第３AV 教室 CALL システム基本操作説明会 

6 日     新規データベース導入(4タイトル) 

7 日     図書館オリエンテーション実施（学部・院） 

11 日    書庫出納閉鎖時間短縮 

12 日    第３AV 教室 CALL システム応用操作説明会 

月 22-26 日 職場訓練受け入れ(あけぼの学園 1名) 

25 日    日本図書館協会評議員会 1 名派遣 

31 日  e-ラーニングシステムプライベートセミナー 1 名派遣 

月 1-7 日  太田辰夫先生文庫 中国古典籍展示会 

2-12 日  情報セキュリティ研修 基礎コース(e-ラーニング) 3 名受講

5-9 日   トライやる・ウイーク受け入れ(竜が台中学・井吹台中学各 1名) 

6 日     神戸研究学園都市大学交流推進協議会図書館部会 3 名派遣/電子情報セミナー1名派遣 

7 日   図書館運営委員会 / 情報処理施設等運用委員会 

15 日-7 月 2 日 情報セキュリティ研修 応用コース(e-ラーニング) 2 名受講 

17 日    京都大学高等教育開発推進センター第 72 回公開研究会 1 名派遣 

30 日  図書館報第 24 号発行 

月 3 日     学術情報ソリューションセミナー 1 名派遣 

3-14 日  大学図書館職員長期研修 1 名派遣 

5-7 日   ネットワーク管理担当者研修 1 名派遣 

6 日-    死海写本展示 

6 日-8 月 20 日情報セキュリティ研修 上級コース(e-ラーニング) 1 名受講 

27-28 日 公立大学協会図書館協議会研修会 1 名派遣 

28 日    ＣＡＬＬ実践活用セミナー 1 名派遣 

28 日    神戸大学機関リポジトリ開設記念シンポジウム 1 名派遣 

月 1 日-9 月 29 日 一般市民開放 

2 日     兵庫県大学図書館協議会総会 2 名派遣 

3 日   ジャーナルセミナー2006 1 名派遣 

6 日   オープンキャンパス施設開放・外国語図書展示 

11-17 日 蔵書点検 

18 日   オープンキャンパス施設開放・外国語図書展示 

25 日  著作権セミナー 1 名派遣 

月 14 日    「風の便りⅡ」専用書架設置（学長紹介図書展示）  

15 日    電子ジャーナル出版者説明会 1 名派遣 

19 日    REFORM 公開講演会 1 名派遣 

21-22 日 資料電子化研修 1 名派遣 
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編集後記 
 
大学図書館の果たすべき役割の最も重

要なものの一つが教育と研究の支援である

ことは言うまでもないことですが、今号の

文章を読んでいて、日頃はあまり意識して

いないまた別の、図書館のもつ役割に、  

今更ながらですが思いいたりました。 
巻頭言で村上先生は「政治学を学ぶこと

に少し疲れをおぼえていた私には、至福の

ひとときであった」とビアンキ夫人との 

詩集を介したふれあいの時間を回想して 

おられますし、岸本さんは家事の合間に 

イェール大学図書館で日本への思いを満た

す時間を持っていると書かれています。 
たぶん学生利用者の皆さんも、学習のた

めの図書館利用と平行して、少し柔らかい

読み物で、疲れた脳髄をリフレッシュなど

されているのではないかと思います。 
最近設けた専用書架の、学長が「風の便

りⅡ」で紹介されている書物がよく読まれ

ているのも、その選択が学問的なものだけ

でなく、硬軟あわせてなされていることに

もよるのではないでしょうか。 
今後も図書館の資料群がトラブル無く 

利用していただけるよう、蔵書点検などの

メンテナンスもしっかりやりながら、教育、

研究そして気分転換など様々な要求に応え

ていきたいと考えています。 
編集責任者：図書館事務長 牛原秀治
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